
「第 6回 寺内町月見の会」報告 

暑さが和らぐ秋はお月見の季節です。今年の９月２８日は月が地球に最も近づくス
ーパームーンと呼ばれる日でしたが、前日の９月２７日(日)には、展望広場にて、「第
６回寺内町月見の会」が会員相互の親睦行事として開催されました。 
展望広場のあたり一面が薄暗くなった頃、東の空から山吹色をした大きな真ん丸の

お月さんが明るく見えました。 
       今年の５月からは、宇宙飛行士の油井亀美也さんが国際宇宙ステー 
      ション(ＩＳＳ)に長期滞在されています。８月には、日本の物資補給 
      機「こうのとり」５号機が打ち上げられ、IＳＳとドッキングしました。 

近い将来、お月さんに「一週間の旅行」に行ってきます、という様な 
時代が来るかもしれません。 
 約１２０人の会員が参加され、用意されていた月見団子は子供達や 
ご家族の方々でおいしく頂き、盛況の内に月見の夕べを終えることが 
出来ました。 皆さん、ご支援、ご協力ありがとうございました。 

                       (企画事業部会) 
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十
二
月
一
日
～
十
二
月
十
五
日 

 
 

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
会 

 
 

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
作
品
展 

 

十
二
月
十
六
日
～
一
月
十
五
日 

 
 
 

富
田
林
幼
稚
園 

 
 
 

皿
・
茶
碗
・
絵
画
作
品
展 

 

一
月
十
六
日
～
一
月
三
十
一
日 

 
 
 

井
元
ミ
ツ
子 

 
 
 
 

浮
世
絵
・
童
画
作
品
展 

 

二
月
二
日
～
十
四
日 

 
 
 

野
之
上
信
枝 

 
 
 
 

亡
夫
撮
影
の
写
真
作
品
展 

 

二
月
十
六
日
～
二
月
二
十
八
日 

 

 
 
 

土
筆
の
会 

 
 
 
 
 

書
道
作
品
展 

 

三
月
一
日
～
十
五
日 

 
 
 

じ
な
い
ま
ち
交
流
館 

 

お
雛
さ
ま
展
示 

 

三
月
十
六
日
～
三
十
一
日 

 
 
 

小
田
中
真
紀
子(

代
表)   

写
真
作
品
展
と
日
本
画
展 
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 今回の瓦版は、会員以外の世帯にも 

 配布させていただいています！   

題字 / 本岡 那
な

菜
な

さん 9歳（一里山町）  

☆ 

交
流
館
だ
よ
り 

☆ 

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
予
定 

月 日 会議名 内     容 

7 26 
企画 

事業部会 

・寺内町燈路の開催について 

・半紙希望調査 ・販売用行灯等の交流館への移動等 

8 

6 役員会 
・部会報告（特に寺内町燈路について） 

・寺内町清掃について 

7 研修部会 
・会員見学会と理事研修会の日程と行先について 

・寺内町清掃について 

11 理事会 
・各部会の報告（燈路、会員見学会・理事研修会） 

・寺内町清掃について 

30 
企画 

事業部会 

・寺内町燈路の片付け 

・月見の会について 

9 

3 役員会 
・各部会報告 ・寺内町燈路の総括 

・月見の会について ・万里春酒蔵の利用について 

29 研修部会 
・会員見学会の日程・行先・費用について 

・理事研修会の日程・行先・費用について 

10 

1 役員会 
・各部会報告（会員見学会・理事研修会の費用等） 

・月見の会総括 ・四季物語実行委員会報告 

30 広報部会 
・瓦版６２号確認、印刷、配布について 

・瓦版６３号原稿について 

11 13 役員会 
・各部会報告 ・平成 28年度事業計画案について 

・新春初鍋めぐりについて 他 

 

まもり・そだてる会活動報告 
  

所
へ
向
か
う
。 

そ
こ
に
は
黒
大
豆
の
枝
豆
や
丹
波

栗
な
ど
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
新
鮮
さ

と
品
質
の
良
さ
が
買
わ
れ
瞬
く
間
に

売
り
切
れ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
続
く

昼
食
は
王
地
山
公
園
に
あ
る
「
さ
さ
や

ま
荘
」
で
の
懐
石
料
理
。
次
々
に
出
さ

れ
る
料
理
は
手
際
が
よ
く
て
味
付
け

も
良
く
、
ゆ
っ
く
り
味
わ
う
こ
と
が
で

き
た
。
当
日
、
篠
山
市
内
で
は
「
味
ま

つ
り
」
の
催
し
が
あ
っ
た
た
め
中
心
街

を
外
し
た
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
が
、
地
元

の
方
の
親
切
な
案
内
と
ゆ
と
り
あ
る

コ
ー
ス
設
定
で
ゆ
っ
く
り
楽
し
め
、
往

き
帰
り
の
道
中
も
寺
内
町
に
暮
ら
す

者
ど
う
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
過
ご
す

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
う
。 

 

富
田
林
寺
内
町
と
福
住
地
区
と
は
、

伝
建
地
区
と
し
て
の
立
地
条
件
は
異

な
っ
て
い
て
も
、
抱
え
る
問
題
は
同
じ

よ
う
な
も
の
だ
と
感
じ
た
。
そ
れ
に
つ

け
て
も
、
町
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
考

え
て
く
だ
さ
る
「
ま
も
り
・
そ
だ
て
る

会
」
の
役
員
さ
ん
方
の
、
日
頃
の
研
鑚

と
ご
努
力
に
感
謝
す
る
次
第
で
す
。 

（
富
山
町 

神
谷
雅
三
） 

 

福住の町並み 

 

 

福住小学校 
二宮金治郎の像 

「寺内町四季物語2015夏 第12回寺内町燈路」報告 

今年の寺内町燈路(主催：じないまち四季物語実行委員会、共催：当会、観光
協会)は８月２９日(土)に実施されました。当日は時折大粒の雨が降り開催が心
配されましたが、午後六時半頃には、寺内町とその周辺には約１０００基の行
灯が並べられました。雨の様子をみながら、ローソクに灯が入れられると、美
しい町並みが映し出されました。浴衣姿の来場者もお見かけしました。 
また浄谷寺では講談師の『旭堂南陽』さんによる怪談話もあり、場所がお寺

ということもあって多数の聴衆の方が緊張して聞いておられた様でした。その
他ライブ、アートクラフトマーケット、子供縁日などがあり、例年よりは少な
かったものの、多くの来訪者で賑わいました。 
当日の参加者は２,３００人（四季物語実行委員会発表）でした。 
皆さん、ご参加、ご協力ありがとうございました。 

                           (企画事業部会) 
 

９
月
１
２
日(

土)

に
「
富
田
林
寺
内

町
の
歴
史
講
座
と
町
並
み
ツ
ア
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
！ 

じ
な
い
ま
ち
交
流
館
の
自
主
事

業
と
し
て
、
市
文
化
財
課
の
森
口
博

正
氏
の
ご
協
力
を
得
て
実
施
。
当
日

は
好
天
に
恵
ま
れ
、
地
元
を
含
め
、

金
剛
団
地
や
狭
山
市
、
堺
市
や
神
戸

市
等
か
ら
も
計
２
０
名
の
参
加
者

が
あ
り
、
盛
況
の
内
に
終
え
ま
し

た
。
終
了
後
、
歴
史
の
こ
と
が
よ
く

わ
か
っ
た
、
楽
し
か
っ
た
と
好
評
で

し
た
。
今
後
も
随
時
開
催
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

（
じ
な
い
ま
ち
交
流
館 

中
井
隆
洋
） 

福住の民家 

 
 

 
 

 

 

  

 

 

ま
も
り
・
そ
だ
て
る
会 

 
 

会
員
見
学
会
〈
兵
庫
県
篠
山
市 

福
住
地
区
〉 

 

 

 

去
る
十
月
十
一
日
（
日
）、
霧
雨
が

顔
に
か
か
る
か
ど
う
か
の
空
も
よ
う

を
気
に
し
な
が
ら
集
合
場
所
に
着
く

と
、
皆
さ
ん
既
に
お
揃
い
だ
っ
た
よ

う
で
間
も
な
く
発
車
と
な
っ
た
。
参

加
者
三
十
一
名
を
乗
せ
た
バ
ス
は
一

路
見
学
先
で
あ
る
兵
庫
県
篠
山
（
さ

さ
や
ま
）
市
福
住
（
ふ
く
ず
み
）
へ

と
向
か
っ
た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
ベ
テ

ラ
ン
の
よ
う
で
、
道
路
状
況
な
ど
に

合
わ
せ
た
上
手
な
運
転
だ
っ
た
。
ガ

イ
ド
さ
ん
も
学
校
を
出
て
ま
だ
半
年

目
と
い
う
若
さ
で
、
自
己
紹
介
や
沿

線
の
歴
史
や
風
景
の
説
明
も
懸
命
で

初
々
し
い
も
の
だ
っ
た
。 

 

目
的
地
の
福
住
地
区
は
、
古
く
か

ら
開
け
た
西
京
街
道
に
面
し
て
お
り

、
江
戸
時
代
に
篠
山
藩
か
ら
宿
駅
に

指
定
さ
れ
て
か
ら
は
、
農
業
の
傍
ら

宿
場
町
と
し
て
繁
栄
し
た
。
本
陣
や

副
本
陣
が
置
か
れ
、
旅
籠
（
は
た
ご

）
や
茶
店
も
増
え
、
役
人
の
詰
所
も

あ
っ
た
と
い
う
。 

 

福
住
公
民
館
に
着
く
と
町
内
を
案

内
し
て
く
だ
さ
る
方
々
が
待
っ
て
お

ら
れ
、
一
息
入
れ
て
か
ら
案
内
を
お

願
い
し
た
。
表
通
り
の
道
幅
は
わ
が

寺
内
町
よ
り
か
な
り
広
く
、
車
の
通

行
も
割
と
多
か
っ
た
。
で
も
人
影
は

あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、
空
き
家
も
そ
こ

こ
こ
に
見
ら
れ
、
こ
こ
で
も
人
口
の

過
疎
化
が
か
な
り
進
ん
で
い
る
よ
う

に
感
じ
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
道

沿
い
に
あ
る
福
住
小
学
校
は
全
校
児

童
が
三
十
数
名
で
、
来
年
に
は
近
隣

の
二
校
と
統
合
さ
れ
る
と
い
う
。
ま

た
、
市
の
中
心
部
と
結
ぶ
バ
ス
路
線

も
、
二
社
あ
る
と
は
い
え
、
各
々
一

日
四
本
し
か
な
い
の
に
は
驚
い
た
。 

 

町
の
見
学
を
済
ま
せ
て
物
産
販
売 



じ
な
い
ま
ち
馬
物
語 

大
正
生
ま
れ
の
母
が
十
代
の

頃
、
陸
軍
信
太
山
駐
屯
地
の
騎

馬
隊
が
演
習
で
目
的
地
へ
向
か

う
と
き
、
富
田
林
じ
な
い
ま
ち

を
通
過
し
た
。
演
習
部
隊
は
一

般
家
庭
に
泊
ま
り
、
食
事
を
出

し
て
も
ら
い
な
が
ら
の
馬
に
よ

る
移
動
訓
練
が
毎
年
恒
例
の
行

事
だ
っ
た
。
位
の
高
い
将
校
さ

ん
は
個
室
、
そ
の
他
の
兵
隊
さ

ん
は
相
部
屋
、
馬
は
駒
つ
な
ぎ

へ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
た
。 

食
事
は
、
か
や
く
ご
飯
と
漬
物

で
決
し
て
豪
華
で
は
な
か
っ
た

が
、
も
の
す
ご
い
量
を
準
備
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
結
構
大
変
だ

っ
た
。
ち
な
み
に
馬
の
え
さ
と

食
器
、
飲
み
水
用
の
容
器
は
兵

隊
さ
ん
が
持
っ
て
く
る
の
で
、

馬
を
預
か
る
家
の
人
は
、
水
飲

み
場
を
提
供
し
、
一
日
だ
け
の

馬
と
の
ふ
れ
あ
い
が
持
て
た
。

当
時
の
兵
隊
さ
ん
達
は
、「
じ
な

い
ま
ち
」
で
の
滞
在
を
ど
う
感

じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。 

「
富
田
林
寺
内
町
を
ま
も
り
・

そ
だ
て
る
会
」
発
足
か
ら
２
１

年
。
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
雑
誌
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
口
コ
ミ
等

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
で
「
じ
な
い

ま
ち
」
に
興
味
を
持
つ
人
、
訪

れ
る
人
が
増
え
て
き
た
が
、
馬

に
乗
っ
た
兵
隊
さ
ん
達
が
定
期

的
に
「
じ
な
い
ま
ち
」
を
通
っ

て
い
た
過
去
を
知
れ
ば
、
ま
た

新
た
な
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 
 

（
西
林
町 

中
井
隆
洋
） 

こんにちは!  笑顔であいさつ  歓迎を 

 

 

 

 

 

 
 

と
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
た
京
都
興
正

寺
の
北
門
を
再
移
築
し
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
城
門
で
あ
っ
た
た
め
、

通
常
の
寺
院
の
山
門
に
比
べ
て
建
物

規
模
が
大
き
い
の
が
特
徴
で
す
。
馬

に
跨
っ
て
も
通
行
で
き
る
高
さ
が
あ

り
ま
す
。
寺
内
町
の
メ
イ
ン
道
路
で

も
あ
る
城
之
門
筋(

日
本
の
道
百
選)

の
名
前
は
こ
の
山
門
に
ち
な
ん
だ
も

の
で
す
。 

こ
の
山
門
の
構
造
は
前
方(

外
側)

に
二
本
、
後
方(

内
側)

に
二
本
の
四

本
の
柱
で
屋
根
を
支
え
て
い
ま
す
。

特
徴
は
、
中
心
の
棟
が
、
前
の
柱
と

後
ろ
の
柱
の
中
間
に
位
置
せ
ず
、
や

や
前
方
に
く
る
こ
と
で
す
。
し
た
が

っ
て
前
方
の
二
本
の
柱
が
本
柱
と
し

て
後
方
の
も
の
よ
り
や
や
太
く
、
加

重
を
多
く
支
え
る
構
造
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
山
門
の
事
を
「
薬

医
門
」(

ヤ
ク
イ
モ
ン)

と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。「
薬
医
門
」の
い
わ
れ
は
、

室
町
時
代
に
は
武
家
屋
敷
の
ほ
か
、

医
師
の
門
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
か

ら
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一

説
に
は
矢
の
攻
撃
を
食
い
止
め
る

「
矢
食
い
」(

ヤ
グ
イ)

か
ら
「
矢
食

門
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

［
５
］
対
面
所(

重
要
文
化
財) 

江
戸
時
代
末
期
の
建
築
で
、
本
堂

の
北
側
に
隣
接
し
て
建
っ
て
い
ま

す
。
正
面
は
唐
破
風
造
り
の
式
台
玄

関
と
し
、
奥
座
敷
は
一
段
高
い
上
段

の
間
と
な
っ
て
い
て
、
対
面
所
と
し

て
の
機
能
と
格
式
を
備
え
て
い
ま

す
。 

［
６
］
本
堂(

重
要
文
化
財)

 
本
堂
は
１
６
３
８
年
再
建
さ
れ
ま
し

た
。
浄
土
真
宗
寺
院
の
本
堂
と
し
て

は
、
大
阪
府
内
で
は
最
古
の
も
の
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
昔
は
春
の
開
基

祭
に
は
小
学
生
が
多
数
参
拝
し 

 
 
 

お
菓
子
が
配
ら
れ
、
通
り
に
は
出
店

が
開
い
て
大
変
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
様

で
す
。
本
堂
の
中
に
は
、
親
鸞
上
人

の
絵
像
、
阿
弥
陀
如
来
、
松
竹
梅
の

描
か
れ
た
ふ
す
ま
絵
、
二
十
四
孝
の

内
の
七
孝
の
話
の
彫
刻
な
ど
が
あ
り

ま
す
。 

［
７
］
富
田
林
開
基
証
秀
上
人
記
念

碑(

本
堂
右
手
前
に
あ
る
高
さ
６
ｍ

程
の
石
造
の
碑) 

明
治
２
７
年
に
建
立
さ
れ
た
も
の

で
、
こ
れ
は
、
富
田
林
が
河
内
南
部

一
番
の
繁
栄
の
地
に
な
っ
た
こ
と
に

対
し
て
、
証
秀
上
人
の
偉
業
を
讃
え

た
町
民
が
町
を
あ
げ
て
の
事
業
と
し 

る
と
い
う
わ
け
で
す
。
現
在
の
冷
蔵

庫
の
役
割
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

 

私
の
家
の
前
に
も
井
戸
が
あ
り
、

遊
び
か
ら
帰
っ
た
時
は
必
ず
そ
れ
で

水
を
く
み
手
・
足
・
顔
を
洗
っ
た
も

の
で
す
。
夏
の
夕
方
な
ど
に
は
井
戸

端
に
縁
台
な
ど
を
出
し
て
「
花
火
」

や
「
将
棋
」
な
ど
を
し
て
遊
ん
だ
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

(

１
０) 

興
正
寺
別
院 

 

興
正
寺
別
院
を
構
成
す
る
建
造
物

(

本
堂
、
対
面
所
、
鐘
楼
、
鼓
楼
、
山

門
、
御
成
門)

が
昨
年
９
月
１
８
日
に

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
興
正
寺
別
院
は
浄
土
真

宗
の
寺
院
本
堂
と
し
て
も
大
阪
府
内

で
は
最
古
の
建
造
物
で
も
あ
り
、
古

い
時
代
の
お
寺
の
伽
藍
配
置
が
良
好

に
保
存
・
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

寺
内
町(

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区)

の
中
核
と
な
っ
て
い

る
お
寺
で
あ
る
事
な
ど
が
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
。 

 

以
下
に
構
成
す
る
建
造
物
に
つ
い

て
記
載
し
ま
す
。 

［
１
］
鼓
楼(
重
要
文
化
財) 

境
内
の
北
東
隅
に
建
っ
て
い
る
、

土
蔵
造
り
二
階
建
て
の
建
物
で
す
。

中
に
鼓
で
は
な
く
、
大
き
な
太
鼓
が

入
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
打
ち
鳴
ら
す

こ
と
で
時
刻
を
告
げ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。 

［
２
］
鐘
楼(

重
要
文
化
財) 

境
内
の
南
東
隅
に
建
っ
て
い
ま

す
。
四
面
は
吹
き
放
し
で
、
中
央
に

鐘
が
吊
さ
れ
て
い
ま
す
。
釣
鐘
は
、

春
季
祭(

証
秀
上
人
の
開
基
祭)

と
秋

季
祭(

親
鸞
上
人
の
報
恩
講)

及
び
除

夜
の
鐘
で
鳴
ら
さ
れ
ま
す
。 

［
３
］
御
成
門(

重
要
文
化
財) 

こ
の
門
は
江
戸
時
代
末
期
に
移
築
さ

れ
た
棟
角
（
ム
ネ
カ
ド
）
形
式
の
門

で
、
山
門
の
北
側
に
並
び
建
っ
て
い

ま
す
。
小
規
模
な
が
ら
装
飾
性
の
高

い
門
で
あ
り
、
そ
の
建
築
時
代
は
１

８
世
紀
中
期
に
遡
り
ま
す
が
、
元
々

ど
こ
に
建
っ
て
い
た
か
は
不
明
で

す
。
安
政
４
年(

１
８
５
７
年)

に
京

都
興
正
寺
か
ら
山
門
を
移
築
す
る
の

に
合
わ
せ
て
現
在
の
所
に
移
築
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

［
４
］
山
門(

重
要
文
化
財) 

城
之
門
筋
に
表
門
を
開
い
て
い

て
、
桃
山
時
代
の
名
残
を
の
こ
す
格

調
高
い
山
門
で
す
。
元
伏
見
城
の
門 

広
報
部
会 

部

会

長 

副
部
会
長 

委

員 

委

員 

委

員 

委

員 

委

員 

委

員 

中

井

隆

洋 

田
中
新
之
助 

大

塚

健

治 

和

田

幸

雄 

柳

本

恵

三 

和

田

孝

雄 

尾

谷

正

隆 

井

上

正

勝 

(

順
不
同) 
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て
建
て
た
も
の
で
す
。
か
つ
て
は

上
人
の
忌
日
４
月
１
４
日
は
、
別

院
で
大
法
会
を
行
い
、
毎
月
１
４

日
は
「
お
逮
夜
」
で
、
門
前
か
ら

御
坊
町
一
帯
に
市
が
並
ん
で
い
ま

し
た
。
ま
た
、
午
後
に
は
境
内
で

餅
ま
き
な
ど
も
あ
っ
て
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
今
で
は
時
代
も
変

わ
り
廃
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

毎
年
４
月
１
４
日
に
は
開
基
祭
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

（
以
下
、
次
号
に
続
く
） 

 
 
 

（
南
会
所
町 

田
中
新
之
助
） 

 (

＊
以
下
の
写
真
提
供
：
奥
谷
直
也
様
。

無
断
転
載
禁
止) 

前
号(

瓦
版
６
１
号)

の
見
て
あ
る

記(

二)

の
続
き
で
す
。 

【
２
】
富
田
林
寺
内
町
で
の
散
策 

 (
８)

蔵(

内
蔵
と
外
蔵) 

 
寺
内
町
の
商
家
に
は
様
々
な
種
類

の
蔵
を
持
っ
て
い
る
お
家
が
あ
り
ま

す
。 
蔵
と
は
、
色
々
な
も
の
を
保
管

管
理
し
て
お
く
場
所
と
定
義
で
き
る

で
し
ょ
う
。
奈
良
の
正
倉
院
は
国
宝

を
収
納
し
、
保
管
管
理
す
る
蔵
と
し

て
有
名
で
す
。 

 

商
家
の
蔵
を
大
別
す
る
と
、
内
蔵

(

母
屋
な
ど
の
家
の
中
心
部
分
に
造

ら
れ
た
も
の)

と
外
蔵(

母
屋
の
外
に

厚
い
漆
喰
壁
で
造
ら
れ
た
も
の)
に

区
別
で
き
ま
す
。 

 

内
蔵
は
金
庫
の
役
割
で
造
ら
れ
た

も
の
で
、
お
金
や
証
書
、
印
鑑
な
ど

を
保
管
し
た
金
庫
の
様
な
も
の
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。 

 

一
方
外
蔵
は
書
画
、
骨
董
を
始
め

と
し
て
、
米
・
木
綿
・
衣
装
・
酒
な

ど
様
々
な
も
の
を
保
管
し
た
保
管
庫

の
役
割
で
造
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ま

す
。 

 

寺
内
町
の
外
蔵
に
は
、
南
葛
原
家

の
三
層
蔵
や
田
守
家
の
米
蔵(

米
を

保
管
す
る
た
め
に
、
風
通
し
が
良
く

な
る
よ
う
に
置
屋
根
に
な
っ
て
い

て
、
屋
根
が
浮
い
て
い
る
様
に
な
っ

て
い
る)

な
ど
見
所
の
外
蔵
が
沢
山

あ
り
ま
す
。 

(

９)
 

井
戸 

 
 
 

昔
の
寺
内
町
の
町
屋
に
は
ほ
と
ん

ど
一
軒
に
１
個
は
井
戸
が
あ
り
ま
し

た
。
私
の
家
の
隣
の
お
寺
に
は
３
個

か
４
個
も
の
井
戸
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
寺
内
町
の
井
戸
の
水
は
非
常

に
お
い
し
か
っ
た
事
を
今
で
も
良
く

覚
え
て
い
ま
す
。
こ
の
良
い
水
を
利

用
し
て
寺
内
町
の
中
に
は
、
酒
造
業

を
営
ま
れ
る
商
家
や
、
み
り
ん
・
み

そ
・
醤
油
の
様
な
醸
造
業
を
営
ま
れ

る
商
家
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。 

 

ふ
つ
う
の
家
で
の
利
用
方
法
は
、

炊
事
・
洗
濯
・
風
呂
用
・
花
に
か
け

る
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
使
わ
れ
方
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
別
の
方
法
と
し
て
、

「
ス
イ
カ
」
や
「
ビ
ー
ル
」
な
ど
を

網
か
ご
の
中
に
固
定
し
て
井
戸
に
吊

る
す
と
い
う
の
も
あ
り
ま
し
た
。
時

間
が
経
過
す
る
と
適
度
に
冷
え
て

「
ス
イ
カ
」
な
ど
が
お
い
し
く
頂
け 

＊瓦版は、3月 25日・7月 25日・11月 25日の年 3 回の発行です。 

＊本瓦版(pdf ﾌｧｲﾙ）は、連携ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「富田林寺内町の探訪」からﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることもできます。 
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我
が
町
、
寺
内
町
、
見
て
あ
る
記
（
三
） 

 
  

─
 

寺
内
町
の
良
さ
再
認
識 

 

興正寺別院 鼓楼 

 

  

興正寺別院 鐘楼 

興正寺別院 本堂 興正寺別院 対面所 

興正寺別院 山門 興正寺別院 御成門 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト 

ド
イ
ツ
隊 

富
田
林
寺
内
町
来
訪 

８
月
８
日
ド
イ
ツ
の
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
隊
が
、
山
口
市
で
行
わ
れ
た
『
世

界
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
』
に
参

加
後
、
富
田
林
第
１
団
で
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
す
る
た
め
に
や
っ
て
来
ま
し

た
。
一
行
は
、
男
性
リ
ー
ダ
ー
２
名
、

１
５
歳
か
ら
１
７
歳
の
女
子
ス
カ
ウ

ト
８
名
の
１
０
名
で
す
。
全
員
１
２

日
間
の
テ
ン
ト
生
活
の
疲
れ
も
見
せ

ず
、
元
気
な
様
子
で
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
一
緒
に
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
向

か
い
ま
し
た
。
翌
９
日
、
寺
内
町
を

訪
れ
「
杉
山
家
住
宅
」
な
ど
を
熱
心

に
見
学
し
、
そ
ぞ
ろ
歩
き
を
楽
し
み

ま
し
た
。
そ
の
後
、
交
流
館
２
階
で

先
生
の
指
導
で
習
字
を
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
こ
と
で
苦
労
し
て
い
ま
し

た
が
、
最
後
は
自
分
の
名
前
を
漢
字

化
し
た
も
の
を
清
書
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
な
か
な
か
の
で
き
ば
え
に
驚
き

ま
し
た
。
昼
食
後
、
浴
衣
に
着
替
え

て
お
茶
会
を
催
し
、
茶
道
を
体
験
し

ま
し
た
。
日
本
の
古
い
町
家
や
伝
統

文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

で
全
員
満
足
の
一
日
で
し
た
。 

   
 

  
(

堺
町 

和
田
孝
雄) 

 

 
 

  

 

 

  


